大分県小児薬物療法認定薬剤師症例報告
申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申請者所属施設名：　　　　　　　　　　　　　　　
申請者自身が携わった小児医療における薬物療法の実績、並びに授乳婦における薬物療法の実績として、３０症例を下記の様式に従って記載し提出して下さい。
症例報告の要約の記載にあたり、次の点にご留意下さい。
1） 症例は、項目ごと（用法用量・相互作用・禁忌・副作用・服薬管理・誤飲患者への関与・授乳婦への関与
ＴＤＭへの関与・処方設計への提言・その他）に並べて記載して下さい。
2） その他を除き、１項目６症例以下、同一患者への症例は２症例までとし、合計３０症例を記載して下さい。
3） 症例ごとに、患者の年齢・性別、病名、及び薬学的関与内容の要約を記入して下さい。授乳婦への関与に
関しては、母乳を介して薬剤に暴露される乳児の性別・年齢を記入して下さい。
4） 病名、患者の年齢・性別の特定が困難な場合や報告の内容から病名や処方薬の記載が必要ないと考えられる時は、申請者の判断で、その項目は空欄としても差し支えありません。
5） 薬剤管理指導業務内容の要約には、薬剤師としての薬学的介入とその成果（副作用回避、処方提案、コンプライアンスの向上など）を具体的かつ簡潔にまとめて記載して下さい。
6） 用法用量についての症例は、患者の有害作用を回避できたという成果が期待できる症例などを認めるので
あって、単純な処方ミスを指摘しただけの症例は認められないことがあります。
7） 原則過去５年以内の症例で、1症例あたり３００字（３０字×１０行）程度、１ページあたり２症例を目安に記載して下さい。
8） 配合剤やOTC薬など一般名での記載が困難な場合を除き、薬剤名は商品名ではなく、一般名で剤型が明確に
なるように記載して下さい。
9） 患者個人、処方医などが特定されないよう配慮し、また、広く使用されている用語を用い、原則略語は使用
せず、パソコンにて、当該要約を作成して下さい （手書きによる要約も認めますが、読解しかねる症例は
申請者に問い合わせることなく、その症例を認めないことがあります）。
１０）作成した症例報告は、プリントアウトし、この用紙を表紙としてホッチキス止めはせず、クリップでとめて
1部を大分県薬事務局へ提出して下さい。
	（症例番号：　１　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　２　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：３　　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　４　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　５　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　６　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　７　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　８　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　９）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１０）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１１）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１２）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１３）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１４）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１５）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１６）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１７）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１８）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１９）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２０）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２１）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２２）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２３）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２４）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２５）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２６）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２７）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２８）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２９）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：３０）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	


　　上記の薬剤管理指導実績の要約３０症例については、申請者本人が自ら携わったことを
　　証明いたします。
　　　　施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　所属長の役職名・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　（自筆・捺印）
